
 

 

 

 

風致地区とは  

風 致 地 区 制 度 は 都 市 に お け る 良 好 な 自 然 的 景 観 を 保 全 し 、緑 豊 か な ま ち づ く り を 目 的 と し た

も の で す 。 こ こ で は 市 民 の 皆 さ ん の ご 協 力 に よ り 良 好 な 環 境 が 維 持 さ れ て い ま す 。  

風 致 地 区 内 で 造 成 や 建 築 な ど を 行 う と き に は 、「 さ い た ま 市 風 致 地 区 内 に お け る 建 築 等 の 規

制 に 関 す る 条 例 」（ 平 成 １ ４ 年 さ い た ま 市 条 例 第 １ １ １ 号 ） に よ る 行 為 の 許 可 が 必 要 と な り 、

さ ま ざ ま な 制 限 を 受 け ま す 。  

 

風致地区の範囲について 

 さ い た ま 市 に お け る 風 致 地 区 は 大 宮 公 園 及 び 見 沼 田 圃 地 域 の 一 部 の 約 ２ ８ ４ ヘ ク タ ー ル が

都 市 計 画 に よ り 定 め ら れ て い ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ 注 意 ） 風 致 地 区 の 区 域 は 北 部 公 園 整 備 課 に 確 認 し て く だ さ い 。  

     こ の 図 面 で は 確 認 で き ま せ ん 。  

風致地区内における建築等許可申請の手引き  



許可の必要な行為について 

風 致 地 区 内 で 次 の 行 為 を 行 う と き に は 、 あ ら か じ め 市 長 の 許 可 が 必 要 と な り ま す 。  

１  建 築 物 そ の 他 の 工 作 物 の 新 築 、 改 築 、 増 築 又 は 移 転  

２  宅 地 の 造 成 、 土 地 の 開 墾 そ の 他 の 土 地 の 形 質 の 変 更  

３  木 竹 の 伐 採 （ 高 さ が ５ ｍ を 超 え る も の ）  

   枝 打 ち 、 間 伐 等 で 許 可 が 不 要 な 場 合 も あ り ま す の で ご 相 談 く だ さ い 。  

４  土 石 の 類 の 採 取  

５  水 面 の 埋 立 て 又 は 干 拓  

６  建 築 物 等 の 意 匠 の 変 更  

７  屋 外 に お け る 土 石 、 廃 棄 物 又 は 再 生 資 源 の た い 積  

 

建築物等の新築等に対する主な規制について  

１  建 築 物 の 高 さ  

１ ２ ｍ 以 下 （ 第 １ 種 低 層 住 居 専 用 地 域 に あ っ て は １ ０ ｍ 以 下 ） に し て く だ さ い 。  

２  建 ぺ い 率 （ 建 築 面 積 の 敷 地 面 積 に 対 す る 割 合 ）  

４ ０ ％ 以 下 （ １ ０ 分 の ４ 以 下 ） に し て く だ さ い 。  

※ 既 存 の 敷 地 が 100 ㎡ 未 満 又 は 2 方 向 道 路 の 場 合 、緩 和 措 置 が あ り ま す の で ご 相 談

く だ さ い 。  

  ３  建 築 物 の 外 壁 又 は こ れ に 代 わ る 柱 の 面 か ら 敷 地 の 境 界 ま で の 距 離  

道 路 境 界 か ら 有 効 距 離 を ２ ｍ 以 上 、 そ の 他 （ 敷 地 境 界 等 ） か ら の 有 効 距 離 を １ ｍ

以 上 確 保 し て く だ さ い 。  

※ 建 築 面 積 に 算 入 さ れ な い 、 バ ル コ ニ ー や 出 窓 、 屋 根 の 軒 は 付 け 根 の 外 壁 か ら の

距 離 で す 。  

※ 既 存 の 敷 地 が 100 ㎡ 未 満 又 は 三 角 形 等 の 不 整 形 地 な ど で 許 可 基 準 へ の 適 合 が

困 難 な 場 合 、 緩 和 措 置 が あ り ま す の で ご 相 談 く だ さ い 。  

（ 注 意 ） 有 効 距 離 の 測 定 は 外 壁 の 表 面 か ら で す 。 壁 や 柱 の 芯 か ら で は あ り ま せ ん 。  

４  建 築 物 等 の 位 置 、 形 態 及 び 意 匠  

当 該 土 地 及 び 周 辺 の 土 地 の 区 域 に お け る 風 致 と 著 し く 不 調 和 で な い こ と 。  

外 壁 、 屋 根 の 色 は 、 原 色 系 の 派 手 な 色 （ 赤 ・ 青 ・ 黄 な ど ） を 避 け て く だ さ い 。 な お 、

外 壁 、屋 根 の 色 に つ い て は「 さ い た ま 市 景 観 条 例 」の 基 準 に 適 合 す る も の に し て く だ さ

い 。  

 

 

風致の維持に必要な植栽について  

風 致 地 区 の 緑 豊 か な 住 環 境 を 維 持 す る た め に は 、市 民 の 皆 さ ん の ご 協 力 に よ る 緑 の 保 全 が 必

要 と な り ま す 。そ の た め に は 建 築 計 画 に 係 る 樹 木 の 伐 採 は 必 要 最 小 限 の 範 囲 に と ど め て い た だ

く と と も に 、 適 切 な 植 栽 に よ る 地 域 緑 化 に ご 協 力 を お 願 い い た し ま す 。  

風 致 の 維 持 に 必 要 な 植 栽 の 計 算 方 法 は 以 下 の 通 り と な り ま す 。  

 

⑴  緑 地 の 割 合 は 、 敷 地 面 積 の １ ０ ％ 以 上 を 確 保 し て く だ さ い 。  

緑 地 と は 樹 木 の 樹 冠 等 に よ り 被 覆 さ れ た 土 地 の 面 積 と し 、芝 な ど の 地 被 植 物 に 覆 わ れ

た 部 分 も 含 む こ と が で き ま す が 、 プ ラ ン タ ー 等 は 含 ま れ ま せ ん 。  

樹 木 と 樹 木 又 は 地 被 植 物 が 重 な る 部 分 を 重 複 し て 計 上 は で き ま せ ん 。ま た 、敷 地 内 に

計画にあたり、ご不明な点がございましたらご相談ください。  



あ る 樹 木 で あ っ て も 、 隣 地 又 は 道 路 等 に は み 出 た 部 分 の 緑 地 面 積 は 計 上 で き ま せ ん 。  

⑵  敷 地 内 に 高 木 と 低 木 を 一 定 の 割 合 以 上 配 置 し て く だ さ い 。  

  既 存 樹 木 も 本 数 に 含 め る こ と が で き ま す の で 、 な る べ く 残 す よ う ご 検 討 く だ さ い 。  

高 木 （ 植 栽 時 の 樹 高 が ３ ｍ 以 上 の 樹 木 ）： 敷 地 面 積 の ３ ０ 平 方 メ ー ト ル 当 た り １ 本 以 上  

低 木 （ 植 栽 時 の 樹 高 が ３ ｍ 未 満 の 樹 木 ）： 敷 地 面 積 の ３ ０ 平 方 メ ー ト ル 当 た り ３ 本 以 上  

※ 低 木 を 減 ら し 、 高 木 を 増 や す こ と は 可 で す が 、 逆 は 不 可 で す 。  

（ 低 木 3 本 に 対 し て 高 木 1 本 の 計 算 ）  

竹 林 を 含 む 敷 地 に つ い て は 、 事 前 に ご 相 談 く だ さ い 。  

な お 、樹 種 に つ い て は 、な る べ く 赤 松 林 や 武 蔵 野 の 雑 木 林 の イ メ ー ジ に 合 う も の と し

て く だ さ い 。ま た 、ビ ャ ク シ ン 、ハ イ ビ ャ ク シ ン 、シ ン パ ク 、カ イ ヅ カ イ ブ キ 、タ マ イ

ブ キ な ど は 、 ナ シ 赤 星 病 の 中 間 寄 主 と な る た め 避 け て く だ さ い 。  

 
植裁計画図（参考）  
 

 
 
 

 

①緑 地 のチェック 
 
基 準 面 積 =敷 地 面 積 ×10%=160×10%＝16 ㎡ 

 
緑 地 面 積 計 算   
※ ﾊﾅﾐｽﾞｷとﾂﾂｼﾞは一 部 芝 と重 複 しているため、重 複 分 の緑 地 面 積 は計 上 できません。 

 
ｻﾙｽﾍﾞﾘ  1.0×1.0×3.14× 1(本 ) = 3.14(㎡) 
ｼﾗｶｼ    0.4×0.4×3.14× 5(本 ) = 2.51(㎡) 

ﾊﾅﾐｽﾞｷ  0.3×0.3×3.14× 3(本 ) = 0.84(㎡)※1 本 重 複 しているので 3 本 で計 算  
ﾂﾂｼﾞ    0.2×0.2×3.14×10(本 ) = 1.25(㎡)※2 本 重 複 しているので 10 本 で計 算  
芝 地     1.5×8.0           =12.00(㎡)  

               計 画 面 積   19.74(㎡) ≧ 16(㎡)   ∴OK  

②樹 木 本 数 のチェック 
                                              計 画 本 数  

高 木 の基 準 本 数 =敷 地 面 積 ÷30 ㎡      =160÷30   = 5.3 ≦   6(本 )  ∴OK 
低 木 の基 準 本 数 =敷 地 面 積 ÷30 ㎡×3 本 = 160÷30×3= 16  ≦  16(本 )  ∴OK 

※必 要 本 数 の計 算 では小 数 点 以 下 切 り上 げとなります。 

計 画 建 物  

通

路  

カ ー ポ ー ト  

樹 種  樹高 枝張 本数 

  ｻﾙｽﾍﾞﾘ 保存 3.5m 2.0m 1 本 

ｼﾗｶｼ 植栽 3.0m 0.8m 5 本 

ﾊﾅﾐｽﾞｷ 植栽 2.0m 0.6m 4 本 

  ﾂﾂｼﾞ 植栽 0.5m 0.4m 12 本 

芝     

 

敷 地 面 積  160 平 方 メートル 

 

植 裁 計 画  高 木 6 本 、低 木 16 本  



許可申請を行うときは  
１  手 続 き の 流 れ  

※  審 査 期 間 は 、 休 庁 日 を 除 く １ ４ 日 間 で す 。  

※  風 致 の 許 可 申 請 と 建 築 の 確 認 申 請 は 窓 口 が 異 な り ま す の で 、 ご 注 意 く だ さ い 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

２  必 要 書 類 （ 書 類 の サ イ ズ は 図 面 類 を 除 き 、 Ａ ４ 判 と し て く だ さ い 。）  

 (1) 風 致 地 区 内 行 為 許 可 申 請 書  

(2) 建 築 物 計 画 書  

(3) 樹 木 計 画 表  

(4) 委 任 状 （ 代 理 人 に よ る 申 請 の 場 合 必 要 と な り ま す 。）  

(5) 添 付 図 面 （ 別 表 の と お り ）  

 ※  建 築 物 の 新 築 な ど や 宅 地 の 造 成 な ど の 行 為 で は 、求 積 図（ 敷 地・建 築 面 積 な ど ）の 提 出

が 必 要 と な り ま す 。  

※  敷 地 の 造 成・樹 木 の 伐 採 等 の 行 為 で は 提 出 書 類 が 異 な る 場 合 が あ る の で 、ご 確 認 下 さ い 。 

３  申 請 書 提 出 部 数   

申 請 書 は 正 副 ２ 部 提 出 し て く だ さ い 。  

4 行 為 を 完 了（ 廃 止 ）し た と き は 、風 致 地 区 内 行 為 完 了（ 廃 止 ）届 を 2 部 提 出 し て く だ さ

い 。  
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さ い た ま 市 役 所 ホ ー ム ペ ー ジ か ら ダ ウ ン ロ ー ド で き ま す 。  

風 致 地 区 に つ い て の 許 可 申 請 、 お 問 い 合 わ せ 先  

都 市 局  み ど り 公 園 推 進 部  北 部 公 園 整 備 課 （ 大 宮 区 役 所 ６ 階 ）  

さ い た ま 市 大 宮 区 吉 敷 町 １ 丁 目 １ ２ ４ 番 １  

電 話  ０ ４ ８ － ６ ４ ６ － ３ １ ７ ９  

樹木は敷地から出ないよう、適切な管理をしましょう。 
剪定は申請不要です。  

 



別 表  

行為の種類  図面の種類  図面に明示しなければならない事項  図面の縮尺  

建築物その他の工作物の新

築、改築、増築又は移転  

付近見取図  方位、行為箇所、河川、水路、道路その他の公共

施設及び目標となる建物  

随意  

配置図  縮尺、方位、敷地の境界線、敷地内の既存の建物

その他の主要工作物及び木竹等の位置並びに敷地

に接する道路の位置及び幅員（当該工作物からの

距離を明示すること。）  

1／ 600以上  

平面図  縮尺及び方位  1／ 200以上  

立面図  縮尺、主要部分の材料の種類、仕上方法及び意匠

（色彩を含む。）  

1／ 200以上  

断面図  縮尺  1／ 200以上  

宅地の造成、土地の開墾その

他の土地の形質の変更、土石

の類の採取、水面の埋立て又

は干拓及び屋外における土

石、廃棄物（廃棄物の処理及

び清掃に関する法律（昭和

45年法律第 137号）第 2条第 1

項に規定する廃棄物をい

う。）又は再生資源（資源の

有効な利用の促進に関する

法律（平成 3年法律第 48号）

第 2条第 4項に規定する再生

資源をいう。）のたい積  

付近見取図  方位、行為箇所、河川、水路、道路その他の公共

施設及び目標となる建物  

随意  

平面図  縮尺、方位、行為地の位置及び境界線  1／ 600以上  

縦横断面図  縮尺、現況及び行為後の状況  1／ 600以上  

地形図  縮尺、方位、行為地の境界線及び等高線  1／ 600以上  

木竹の伐採  付近見取図  方位、行為箇所、河川、水路、道路その他の公共

施設及び目標となる建物  

随意  

平面図  縮尺、方位、行為地の位置及び境界線  1／ 600以上  

地形図  縮尺、方位、行為地の境界線、森林の状況及び等

高線  
1／ 600以上  

建築物その他の工作物の意

匠の変更  

付近見取図  方位、行為箇所、河川、水路、道路その他の公共

施設及び目標となる建物  

随意  

平面図  縮尺及び方位  1／ 200以上  

立面図  縮尺及び意匠（色彩を含む。）  1／ 200以上  

断面図  縮尺  1／ 200以上  

 


